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１．博士論文の登録を推進するには

１．１ 東大の経験を伝える

学内に対して行った広報資料等の公開

１．２ 実用的なツールを作成する

博士論文登録システムの開発・公開

１．３ 博士論文の利用を促進する

博士論文検索インターフェースの開発・公開



１．１ 東大の経験を伝える

◆カレント分の制度化時の資料

2008年度に各部局の大学院担当係を行脚。

→ 院生向資料の配布ととりまとめを依頼

◆電子化発注時の資料

今回は電子化のみ・メタデータ作成なしという
条件で仕様書を作成。

→ 更に実際に発注し、実効性を確認。



１．２ 実用的なツールを作成する

◆博士論文登録システムの開発・公開

東大で使用しているシステムを改良。

・ 代理登録が前提

・ 汎用性

・ 容易なインストール
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１．３ 博士論文の利用を促進する

◆博士論文検索インターフェースの開発・公開

利用の増加が、登録への動機づけになる

↓

利用を増やすために、使いやすくしてはどうか

↓

博士論文特有の項目（学位の種類etc.）でも検
索できるようにする

テスト版は完成したが、改良の必要



２．Webでの公開

１．１と１．２については、

以下のURLからダウンロードできます。

http://www.dl.itc.u‐tokyo.ac.jp/ut‐repository/

１．３はもう少し改良してから公開予定



３．さいごに

今後

１）博士論文登録システムの改良

いくつかの大学に検証を依頼。そのフィード
バックに基づき、改良を重ねたい。

２）博士論文検索インターフェースの改良

３）別パターンの仕様書の作成

照会先 digilib@lib.u‐tokyo.ac.jp
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